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 掃除の時間に運動場をのぞいてみると、たくさんの子が運動場に出てくれている。4年生の「グ

ラスバスターズ２」だけはなさそう。バケツを持った子たちもいる。あの子たちは、「ストーンバ

スターズ」？▼もっとよく観察していると、どうも作業半分おしゃべりあそび半分のようだ。だっ

て、輪になって草取りですから・・。草取りや石拾いは、一直線に並んでするものだ。とわたしは

思い込んでいる。しかし、おしゃべりあそび半分でも確実に草と石は減っている。ありがたいこと

なのだ▼補欠に入ったある学年の女の子たちが、表現で披露する踊りを見せてくれた。まだまだ覚

え始めたばかりなので、ところどころ省略されていたが、何よりもうれしそうに踊ってくれている

のがいい▼校長室で仕事をしていると、大歓声が聞こえる時がある。きっと学年競技の練習をして

いるのだろう。学年競技の練習は、毎回練習試合みたいなものだ。（次は勝ちたい）そんな気持ち

が、知恵と工夫を生み出す▼先生方は、輪番で朝早く学校に来て、運動場のライン引きをしてくだ

さっている。そのラインを、朝のサッカー少年たちがサッカーをすると消してしまうからどうしよ

うという問題になった。少しだけお願いして、子どもたちに期待しようということになった▼わた

しは、道路の横断歩道の白線が消えないように、白線がない部分を走るように気をつけている。 


